
ハウス・ウィン立川 地域連携推進会議 議事 

 

１．会議名 ハウス・ウィン立川 第１回 地域連携推進会議 

 

２．開催日時 

令和８年 2 月 10 日（火） １１：００〜１２：００ 

 

３．開催場所 

ハウス・ウィン昭島 

 

４．出席者 

社会福祉法人あすはの会 みしょう 所長 今泉寛様 

ハウス・ウィン昭島 ご利用者 KK 様 

ハウス・ウィン立川 管理者 杉山 照美 

株式会社ケアサポ―ト・ウィン 村松 良記 

 

５．議題 

①グループホームの運営状況報告 

②利用者の支援状況および課題 

③医療・福祉・地域との連携状況 

④事故・トラブル・クレーム発生状況 

⑤防災・防犯体制の確認 

⑥その他意見交換 

 

６．議事内容 

（１）運営状況報告：村松より 

現在の入居者数：21 名 

 

【職員体制】 

管理者 1 名 

サービス管理責任者：1 名 

非常勤世話人：14 名 

非常勤生活支援員：3 名 

 

職員体制その他 

令和 8 年 4 月サービス管理責任者実践研修修了予定 



 

(１) 直近の運営状況（生活支援、健康管理、日中活動状況）について報告(杉山より) 

      入居者の生活は概ね安定しており、日常支援や健康管理におおきな問題はありません。 

      日中活動については、個々の特性に応じた作業や余暇活動を実地し意欲や生活リズム 

      の維持につなげています。 

(２) 利用者支援の現状と課題（杉山より） 

      利用者一人ひとりの生活リズムや意向を尊重しながら、概ね安定した支援を行っています 

      生活場面での自立度に差があるため、過介助にならない自立支援を進めていく必要が 

      あります。 

(３) 医療機関との連携状況（村松より） 

2025 年よりおおつき在宅クリニック様と医療連携体制を整えさせていただいた。 

おおつき在宅クリニック様は精神科・内科の訪問診療をされており、オンライン診療も対応してくださるため 

特に当ホームで通院が苦手な精神障害の方に対しての医療サービスがしやすくなった。 

あわせて調剤薬局との連携も図り、いつでもお薬を届けてくださるため、ホーム運営をしている我々としても

とても頼りになっている。 

 

（４） 事故・トラブル・クレーム状況 

事故報告 1 件 

就寝薬飲み忘れ（小平） 

 

クレーム、苦情 3 件 

アパート外階段のささくれ（小平） 

夜中に不審者が大声でさけんでいた（小平） 

隣の部屋（利用者ではない他の人）の部屋がうるさい（昭島） 

 

（５） 地域との関係・周知活動 

2025 年は特になし 

 

（６） 防災・防犯体制の確認 

BCP 計画に基づき社内訓練・研修を実施。その内容を各拠点で周知しております。 

 

（７） ご参加者かたのご意見・ご要望 

今泉様より 

ハウス・ウィンさんの環境はとても良いと思います。すごく、親身になった支援をして頂いている、福祉事業

者として、ありがたく思います。また、スタッフの皆様の連携もとれていて、安心していられます。 

在宅クリニックとの医療連携体制も、通院同行の難しさを、緩和出来て、素晴らしいと思いました。 



ＫＫ様より 

日中活動後に打ち上げなどがあると門限を超えてしまう可能性があるが、参加しても良いか？ 

➡村松より回答：日中活動の延長になるものですから、ご参加していただいて大丈夫です。 

事前に分かった段階で管理者等へご一報ください。 

都心部で打ち上げを開催する場合は、グループホームまで時間もかかるため、終電に乗り遅れないように

気をつけてくだされば、と思います。 

 

（８）ハウス・ウィン立川・小平・昭島 見学を実施 

 

７．まとめ（村松より） 

今後について、滞在型アパートタイプのグループホームは、現在の反響から見ても引き続き高いニーズがあ

ると捉えています。今後も各行政機関と連携・相談を行いながら、計画的な新規拠点開設に向けて検

討を進めていく方針です。 

また、近年は障害者グループホームにおける支援の質の低下が課題として指摘されており、当事業所で

は本年より e ラーニングによる研修体制を整備しています。今後はこれに加え、特に虐待防止に関する研

修を重点的に強化していく考えです。 

さらに、自然災害の発生が増加している状況を踏まえ、多摩川に隣接する拠点が多い特性から、BCP

計画に基づいた避難訓練等の防災対策も一層強化していきます。 

当社は 2023 年に精神特化型訪問看護ステーション「ハートフル・ウィン」を開設しました。長期入院患

者の地域移行を支える受け皿として、生活面・心身面の双方を支援できるアパートタイプ滞在型グルー

プホームの必要性を感じたことが背景です。今後は、より精神に特化したグループホームの運営も視野に

入れ、地域における質の高い社会資源の提供に努めてまいります。 

 

次回会議は令和９年１月頃に開催予定 

 

８．閉会 

１２時１５分、閉会 

 

署名欄 

 

事業所名 氏名 

 社会福祉法人あすはの会 みしょう  今泉 寛 

 ハウス・ウィン昭島  ＫＫ 

 ハウス・ウィン立川  杉山 照美  

株式会社ケアサポート・ウィン  村松 良記 

 


